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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、特別養護老人ホームの生活相談員の業務内容に関するさまざまな議論が整理さ
れ、生活相談員が行うソーシャルワークとは何かに着目し、施設におけるケアワークとの接点か
ら施設型ソーシャルワークの構造を分析するとともに、その実践を向上させる関連要因について
も明らかにされている。また、分析結果を踏まえて、特別養護老人ホームの生活相談員が提供す
るサービスの質を向上させるための方策についても言及がなされている。具体的には、生活相談
員に対する適切かつ継続的な研修体制の必要性、特別養護老人ホームにおける相談援助サービス
内容の体系化とその情報開示などを提言としてあげている。本研究で得られた知見は、今後の施
設型ソーシャルワーク実践の向上に役立つ具体的な実践的・政策的含意を示すものであり、本論
文でなされた提言は示唆に富んだ提言である。これらの点で本論文は高く評価することができる。
慎重に審査を行った結果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位を授与するに値するも
のであると認めた。 
